
新潟市立白山小学校（新潟県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-1

5年生国語「生活の中で詩を楽しもう」では、多くの詩と親しみ、お気に入りの

詩をプレゼントする学習を行った。単元の中で、「詩をプレゼントする相手」や
「集めた詩の分析方法」「プレゼントする際の表現方法」を自己決定させた。
その際、個人の進捗状況を1枚のスプレッドシートにまとめ、学級内で共有した。
児童は、同じ課題を選択した人と集まって相談したり、友達が分析したJAMボード
をリンクから参照したりしながら、自分のペースで学習を進めていった。

【取組内容①】子ども主体の授業を目指す～クラウドを活用した学習状況共有による授業改善～
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様式B-2

5年生国語「生活の中で詩を楽しもう」では、学習計画を児童と共に作り共有し
た。そして、その計画に沿って単元内自由進度学習を行った。
その際、Googleクラスルームを活用して、「学習の流れ」や「必要な資料」を自

分が必要なタイミングで確認できるようにした。また、活動中で生じた疑問をコメ
ント欄に投稿し、回答を得ながら学習を進める児童もいた。

単元終了後の児童からは、「自分のペースで安心して学習に取り組めた。」「自
分で学習する力がついた。」「詩が好きになった。」という声が挙がった。



【取組内容①】算数の確認問題におけるGoogleフォームの活用
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様式B-3

3年生の算数では、授業の終末場面で確認問題を行う際に「Googleフォーム」を活

用した。児童は自分の解答の正誤がすぐに分かり、教師は児童一人一人の理解度や
学級の誤答傾向を分析できるメリットがあった。
また、児童が学習したことを活かして、Googleフォームに「オリジナル問題」を

作成する活動も行った。その際、児童がスプレッドシート上にリンクを貼り、互い
に問題を解き合うことを通して、学習内容の定着を図った。



【取組内容②】オンライン講演会の実施「児童期におけるタブレットとの上手な付き合い方」
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様式B-4

就学時健康診断の際に、「メデ
ィアリテラシー」に関する講演会
を行った。

オンライン開催にすることで、
講師との日程調整が容易となった。
また、例年は新入生保護者を対象
に対面で行っていたが、今年度は
全校の保護者を対象とし、Google
フォームで参加を募った。

多くの保護者が参考になった点として、「タブレット
端末の使用をおしまいにするための約束や練習」につい
ての話題を挙げていた。

叱りながらタブレットを取り上げるのではなく、あら
かじめ「おしまいの仕方」を確認しておくことで、スム
ーズに次の活動を行うことができるという話を聞き、学
校内でも「上手な終わり方」も含めて啓発していきたい
と考えた職員も多くいた。



【取組内容④】 校内公開授業の協議会場面におけるクラウド活用の工夫

新潟市立白山小学校（新潟県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-5

校内研修における授業公開後の
協議会を、紙ではなく、タブレッ
トを用いて進めた。
また、 Googleクラスルームを用

いて、指導案や当日の流れについ
ての資料もクラウド上に集約し、
タブレット１台があれば、研修に
参加できるようにした。

協議会では、JAMボードを用いて「手立

ての有効性」や「課題と改善策」について
話し合った。回数を重ねることで、各アプ
リに対する職員の扱い方も慣れていった。
協議会の終末では、Googleスライドを用

いて「研修で学んだこと」を１人１枚のス
ライドにまとめた。

これらがクラウド上に蓄積されていくこ
とで、各授業の成果と課題が参照しやすく
なり、研修の積み上げに効果的であった。



【取組内容⑤】 DX推進地区の実践をまとめたホームページの作成・公開
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様式B-６

リーディングDX事業指定校とな

っている白新中学校区の実践をま
とめたホームページを作成し、地
域・保護者に周知をした。
作成にGoogleサイトを用いたこ

とで、各学校が適切なタイミング
でホームページの更新を行うこと
ができた。

各学校の取組を教科
ごとにページ分けし、
端末を活用した授業の
様子が分かりやすいよ
うに工夫をした。

他校の取組を参考に
して、授業における端
末活用のアイデアを広
げることができた。
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